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(57)【要約】
【課題】ユーザの駅到着に連動して、目的駅で待ち合わ
せている人物や行き先の店舗等に対してユーザの到着を
通知するサービスを実現する携帯通信端末装置を提供す
ること。
【解決手段】到着情報通知システムによれば、人物１の
携帯通信端末装置１０から路線データベース装置２０に
アクセスし、目的駅、行動目的（待ち合わせ）、及び人
物名を入力しおき、電車３０に乗車して目的駅の圏内に
到着すると、自動的に待ち合わせの人物２が携帯する携
帯通信端末装置４０に対して到着情報が通知される。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　目的地の位置情報及び到着通知先のアドレスを記憶する記憶手段と、
　現在位置に関する情報を取得する位置取得手段と、
　前記目的地の位置情報と現在位置情報とを比較して目的地圏内に到着したことを検出す
る到着検出手段と、
　前記到着検出手段が目的地圏内に到着したことを検出した場合、音又は機械的振動によ
って目的地に到着した旨を報知する報知手段と、
　前記到着検出手段が目的地圏内に到着したことを検出した場合、前記記憶手段に記憶し
たアドレスに対して到着通知情報を無線通信網経由で送信する到着通知手段と、
を具備することを特徴とする携帯通信端末装置。
【請求項２】
　目的地名を入力可能な入力画面を表示し、当該入力画面に目的地名が入力されると無線
通信網経由で位置情報サーバにアクセスして当該目的地名の位置情報を取得し、到着通知
先のアドレスと共に前記記憶手段に記憶することを特徴とする請求項１記載の携帯通信端
末装置。
【請求項３】
　前記位置取得手段は、電車に搭載された無線ＬＡＮ機器に接続して現在位置情報を取得
することを特徴とする請求項１又は請求項２記載の携帯通信端末装置。
【請求項４】
　前記位置取得手段は、ＧＰＳ衛星から送信される信号を受信して現在位置情報を取得す
ることを特徴とする請求項１又は請求項２記載の携帯通信端末装置。
【請求項５】
　目的地名と到着通知先とを同一の入力画面上から入力可能とし、目的地名の位置情報は
位置情報サーバにアクセスして取得し、到着通知先のアドレスは予め登録されたアドレス
帳から選択可能としたことを特徴とする請求項１から請求項４のいずれかに記載の携帯通
信端末装置。
【請求項６】
　前記記憶手段に目的地の位置情報と共に記憶されるアドレスは、目的地で待ち合わせし
ている一人又は複数の他人の携帯通信端末装置のアドレス及び又は行き先の店舗のアドレ
スであることを特徴とする請求項１から請求項５のいずれかに記載の携帯通信端末装置。
【請求項７】
　請求項１から請求項６のいずれかに記載の携帯通信端末装置と、各駅の経度緯度情報を
記憶したデータベースを有する位置情報サーバとを備え、前記携帯通信端末装置から前記
位置情報サーバに目的駅名を指定して位置情報を要求し、前記位置情報サーバが要求され
た目的駅名の経度緯度情報を検索して前記携帯通信端末装置へ返信し、目的駅に到着した
携帯通信端末装置から到着通知先のアドレスに対して到着通知情報を無線通網経由で送信
することを特徴とする到着情報通知システム。
 
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、目的地に到着したことを友人や店舗に通知する携帯通信端末装置及び到着情
報通知システムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、携帯通信端末を所有するユーザの現在位置情報を定期的に取得し、予め目的駅リ
ストを記憶した記憶部から目的駅リストを取得し、目的駅の位置情報と現在位置情報を比
較して、目的駅付近に近づいた場合に目的駅付近であることをユーザに通知する乗り過ご
し防止に関する技術が特許文献１に記載されている。
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【０００３】
　また、自分の搭乗している車輌が降車すべき駅、停留所等に到着したことを携帯通信端
末装置に通知する交通機関案内システムが特許文献２に記載されている。
【０００４】
　一方、目的駅に到着したユーザは、自分の携帯通信端末から待ち合わせしている他人の
携帯通信端末又は行先の店舗などに発呼又はメール送信して自分が目的駅又は待合せ場所
に到着したことを通知する行動を取る傾向にある。
【特許文献１】特開２００６－１９０３３６号公報
【特許文献２】特開２００６－２１５０４１号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　しかしながら、上記従来の乗り過ごし防止技術や交通機関案内システムでは、携帯通信
端末を所有するユーザ自身に目的駅、降車すべき駅や停留所に到着したことを通知するだ
けであり、ユーザの駅到着に連動して、目的駅で待ち合わせている人物や行き先の店舗等
に対してユーザの到着を通知することはできなかった。
【０００６】
　本発明は、かかる課題に鑑みてなされたものであり、ユーザの駅到着に連動して、目的
駅で待ち合わせている人物や行き先の店舗等に対してユーザの到着を通知するサービスを
実現する携帯通信端末装置及び到着情報通知システムを提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　本発明の携帯通信端末装置は、目的地の位置情報及び到着通知先のアドレスを記憶する
記憶手段と、現在位置に関する情報を取得する位置取得手段と、前記目的地の位置情報と
現在位置情報とを比較して目的地圏内に到着したことを検出する到着検出手段と、前記到
着検出手段が目的地圏内に到着したことを検出した場合、音又は機械的振動によって目的
地に到着した旨を報知する報知手段と、前記到着検出手段が目的地圏内に到着したことを
検出した場合、前記記憶手段に記憶したアドレスに対して到着通知情報を無線通信網経由
で送信する到着通知手段とを具備することを特徴とする。
【０００８】
　この構成によれば、目的地の位置情報と現在位置情報とを比較して目的地圏内に到着し
たことが検出されると、報知手段が音又は機械的振動によって目的地に到着した旨が報知
される一方、到着通知先のアドレスに対して到着通知情報が無線通信網経由で送信される
。したがって、到着通知先に目的駅で待ち合わせている人物や行き先の店舗等のアドレス
を設定しておくことでユーザの到着を通知することができる。
【０００９】
　また本発明は、上記携帯通信端末装置において、目的地名を入力可能な入力画面を表示
し、当該入力画面に目的地名が入力されると無線通信網経由で位置情報サーバにアクセス
して当該目的地名の位置情報を取得し、到着通知先のアドレスと共に前記記憶手段に記憶
することを特徴とする。
【００１０】
　この構成により、目的地名が入力されると位置情報サーバにアクセスして当該目的地名
の位置情報を取得し、到着通知先のアドレスと共に記憶手段に記憶するので、ユーザは目
的地名を入力するだけでその位置情報を設定することができる。
【００１１】
　上記携帯通信端末装置において、電車に搭載された無線ＬＡＮ機器に接続して現在位置
情報を取得するようにしても良く、またＧＰＳ衛星から送信される信号を受信して現在位
置情報を取得するようにしても良い。
【００１２】
　また本発明は、上記携帯通信端末装置において、目的地名と到着通知先とを同一の入力
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画面上から入力可能とし、目的地名の位置情報は位置情報サーバにアクセスして取得し、
到着通知先のアドレスは予め登録されたアドレス帳から選択可能としたことを特徴とする
。
【００１３】
　この構成により、目的地名と到着通知先とを同一の入力画面上から入力可能とし、目的
地名の位置情報は位置情報サーバから取得し、到着通知先のアドレスはアドレス帳から選
択可能であるので、目的地名の位置情報と到着通知先のアドレスを容易に設定することが
できる。
【００１４】
　上記携帯通信端末装置において、前記記憶手段に目的地の位置情報と共に記憶されるア
ドレスは、目的地で待ち合わせしている一人又は複数の他人の携帯通信端末装置のアドレ
ス及び又は行き先の店舗のアドレスとすることができる。
【００１５】
　上記携帯通信端末装置と、各駅の経度緯度情報を記憶したデータベースを有する位置情
報サーバとを備え、前記携帯通信端末装置から前記位置情報サーバに目的駅名を指定して
位置情報を要求し、前記位置情報サーバが要求された目的駅名の経度緯度情報を検索して
前記携帯通信端末装置へ返信し、目的駅に到着した携帯通信端末装置から到着通知先のア
ドレスに対して到着通知情報を無線通網経由で送信することを特徴とする。
【発明の効果】
【００１６】
　本発明によれば、ユーザの駅到着に連動して、目的駅で待ち合わせている人物や行き先
の店舗等に対してユーザの到着を通知するサービスを実現することができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１７】
　以下、本発明の実施の形態について添付図面を参照して詳細に説明する。
　（実施の形態１）
　図１は、本実施の形態１に係る到着情報通知システムの全体構成を示す図である。本実
施の形態に係る到着情報通知システムは、人物１が所持する携帯通信端末装置１０と、目
的地の位置情報を配信する位置情報サーバとして機能する路線データベース装置２０と、
電車３０に搭載され電車位置情報を通知する無線ＬＡＮ機器３１とが連携して、乗り過ご
し防止サービス及び到着通知サービスを提供する。携帯通信端末装置１０、路線データベ
ース装置２０及び携帯通信端末装置４０は、既存の通信インフラである携帯通信ネットワ
ークＮを経由して相互にデータ通信可能に構成されている。また、携帯通信端末装置１０
は、電車３０に搭載された無線ＬＡＮ機器３１に対応する無線ＬＡＮ機能を有する。
【００１８】
　図２は携帯通信端末装置１０の構成を示す図である。携帯通信端末装置１０は、制御部
１１、入力部１２、表示部１３、記憶部１４、携帯無線通信部１５、及び無線ＬＡＮ通信
部１６を主な構成要素として構成されている。携帯電話装置１０の各部はバス１７を介し
て接続されている。
【００１９】
　制御部１１は、携帯通信端末装置１０内の各部を制御して携帯電話本来の通話及びデー
タ通信機能を実現するとともに、各種アプリケーションサービスに対応した各種機能を実
現している。本実施の形態では、制御部１１が、乗り過ごし防止機能及び到着情報通知機
能に対応して、到着検出手段、報知手段、到着通知手段を構成している。
【００２０】
　入力部１２は、テンキーや各種ファンクションキー等から構成され、ユーザから入力さ
れる操作内容を制御部１１へ通知する。入力部１２にて、表示部１３の表示画面と連動し
てアプリケーションの起動並びに必要情報の入力を行うことができる。
【００２１】
　表示部１３は、液晶表示パネル等から構成され、制御部１１から入力される表示制御信
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号により携帯電話機能に関する表示や到着情報通知機能に関する表示等を行う。本実施の
形態では、目的駅名及び到着通知先を入力する入力画面を表示させる。
【００２２】
　記憶部１４は、路線データベース装置２０から受信する目的駅の位置情報と、目的駅で
待ち合わせる人物２のアドレス情報を一時的に記憶する。また、記憶部１４は、図３に示
すアドレス帳１００等が予め登録されている。アドレス帳１００では、人物等の名前又は
名称と電子メールアドレスとを対応付けて記憶する。なお、アドレス帳１００は、入力部
１２から新規の登録、変更、削除の操作により、人物の名前等とアドレス情報を登録、変
更及び削除が可能である。
【００２３】
　携帯無線通信部１５は、携帯電話機能に対応する無線通信機能を有し、携帯通信ネット
ワークＮを介して路線データベース装置２０や他の携帯通信端末装置４０との間で通話や
データ通信のための無線通信を行う。
【００２４】
　無線ＬＡＮ通信部１６は、電車３０に搭載された無線ＬＡＮ機器３１との間で無線通信
を行い、無線ＬＡＮ機器３１から一定期間毎に現在位置情報を受信する。本実施の形態で
は無線ＬＡＮ通信部１６が位置取得手段を構成している。
【００２５】
　路線データベース装置２０は、鉄道の路線毎に各駅の位置情報（緯度経度情報）を記憶
するデータベース装置であり、携帯通信端末装置１０との間で携帯通信ネットワークＮを
介してデータ通信を行う通信機能を有する。路線データベース装置２０は、携帯通信端末
装置１０から目的地の駅名と共に位置情報取得要求を受信して、該当駅の位置情報を携帯
通信端末装置１０に返信する位置情報サーバとして機能する。
【００２６】
　電車３０に搭載された無線ＬＡＮ機器３１は、電車３０内に無線ＬＡＮ網を設定してア
クセスポイントを提供する。当該アクセスポイントを介して電車３０に乗車中の乗客が携
帯する携帯通信端末装置１０との間で無線ＬＡＮ通信を行う。また、無線ＬＡＮ機器３１
は、移動中の電車３０の現在位置情報（緯度経度情報）を常に把握し、携帯通信端末装置
１０に対して一定期間毎に現在位置情報を送信する。
【００２７】
　携帯通信端末装置４０は、図２に示した携帯通信端末装置１０の構成と同様の構成であ
るものとし、人物２が所持しているものとする。人物２は、人物１と待ち合わせ場所で待
ち合わせしている他人である。
【００２８】
　次に、本実施の形態１の到着情報通知システムにおける動作について説明する。ここで
は、携帯通信端末装置１０を携帯する人物１が電車を利用して目的地まで移動し、目的地
で待ち合わせている人物２が携帯する携帯通信端末装置４０に対して到着情報を通知する
場合について説明する。
【００２９】
　まず、携帯通信端末装置１０に対する目的地及び行動目的の入力動作について説明する
。
　図４は、携帯通信端末装置１０の表示部１３に表示される目的地・行動目的入力画面２
００の一例を示す図である。
【００３０】
　人物１は、携帯通信端末装置１０の入力部１２を操作してアプリケーションを起動し、
路線データベース装置２０にアクセスして、図４に示す目的地・行動目的入力画面２００
を取得して表示部１３に表示させる。この目的地・行動目的入力画面２００において、目
的地（駅）入力枠２０１に目的駅の名称を入力し、行動目的入力枠２０２に行動目的（待
ち合わせ）を入力し、人物名入力枠２０３に通知先人物の名前（人物２の名前であるＢさ
ん）を入力する。
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【００３１】
　なお、通知先人物の名前を入力する際は、上記記憶部１４に記憶されたアドレス帳１０
０の人物名一覧に基づいて、プルダウンメニューにより選択可能としてもよい。また、行
動目的についても、予め登録した行動目的の項目一覧に基づいて、プルダウンメニューに
より選択可能としてもよい。
【００３２】
　目的地・行動目的入力画面２００において、決定ボタン２０４を操作することにより、
目的駅「Ｂ駅」の決定情報が位置情報要求として、携帯通信端末装置１０の携帯無線通信
部１５により携帯通信ネットワークＮを介して路線データベース装置２０に送信される（
ステップＳ１）。この時、アプリケーションにより人物２の名前「Ｂさん」に対応するア
ドレス情報は、記憶部１４に記憶される。また、目的地・行動目的入力画面２００におい
て、取消ボタン２０５を操作した場合は、目的駅、行動目的及び人物名を再度入力可能と
なる。
【００３３】
　次に、路線データベース装置２０は、携帯通信端末装置１０から目的駅「Ｂ駅」の決定
情報を受信すると、目的駅「Ｂ駅」の位置情報（緯度経度情報）を携帯通信端末装置１０
に返信する（ステップＳ２）。携帯通信端末装置１０の携帯無線通信部１５は、路線デー
タベース装置２０から目的駅「Ｂ駅」の位置情報（緯度経度情報）を受信すると、制御部
１１により目的駅「Ｂ駅」の位置情報（緯度経度情報）を記憶部１４に記憶する。
【００３４】
　次に、人物１がＡ駅から電車３０に乗車し、Ｂ駅への移動を開始する。電車３０内の無
線ＬＡＮ機器３１は、人物１が携帯する携帯通信端末装置１０が無線ＬＡＮ網の圏内に存
在することを検出すると、電車３０の現在位置情報（緯度経度情報）を一定期間毎に携帯
通信端末装置１０に送信する。携帯通信端末装置１０の無線ＬＡＮ通信部１６は、無線Ｌ
ＡＮ機器３１から一定期間毎に現在位置情報（緯度経度情報）を受信して、その現在位置
情報（緯度経度情報）を制御部１１に出力する。制御部１１は、無線ＬＡＮ通信部１６か
ら現在位置情報（緯度経度情報）が入力される度に、記憶部１４に記憶した目的駅「Ｂ駅
」の位置情報（緯度経度情報）と比較し、携帯通信端末装置１０が目的駅「Ｂ駅」の圏内
に到着したか否かを判定する（ステップＳ３）。
【００３５】
　制御部１１は、人物１の現在位置情報と目的駅「Ｂ駅」の位置情報との差分が所定値以
内になった時点（例えば、１００ｍ以内）でＢ駅に到着したと判定し、音声アラーム機能
又はバイブ機能を利用してＢ駅に到着したことを人物１に報知する（ステップＳ４）。こ
れにより、人物１の居眠り又は駅名不知等による乗り過ごしを防止することができる。
【００３６】
　次に、制御部１１は、記憶部１４に記憶した人物２のアドレス情報を読み出し、人物１
がＢ駅に到着したことを示す到着情報を生成し、この到着情報を人物２のアドレス情報宛
の到着通知メール等として携帯無線通信部１５から携帯通信ネットワークＮに送信する（
ステップＳ５）。
【００３７】
　携帯通信ネットワークＮは、携帯通信端末装置１０から送信された人物２の電子メール
アドレスが宛先にセットされた到着通知メールを転送して、当該到着通知メールを人物２
の携帯通信端末装置４０に対して送信する（ステップＳ６）。その結果、待合せ人である
人物２は、携帯通信端末装置４０に到着通知メールを受信する。これにより、人物１は自
ら連絡操作をすることなく、自分がＢ駅に到着したことを待合せ人である人物２に知らせ
ることができる。
【００３８】
　以上のように、本実施の形態１の到着情報通知システムによれば、人物１の携帯通信端
末装置１０に目的駅、行動目的（待ち合わせ）及び人物名を入力するだけで、路線データ
ベース装置２０から目的駅の経度緯度情報を取得して設定でき、目的駅の圏内に到着する
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と人物１に知らせると共に、自動的に待ち合わせの人物２の携帯通信端末装置４０に対し
て到着通知メールを送信することができる。
【００３９】
　したがって、従来の乗り過ごし通知サービスでは実現されていなかった目的駅で待ち合
わせる人物に対しても到着通知サービスを実現することができる。その結果、携帯通信端
末装置を利用した利便性を向上できる。
【００４０】
　なお、上記実施の形態１では、目的駅で待ち合わせる人物が一人である場合を示したが
、待ち合わせる人物が複数であっても、本実施の形態１の到着情報通知システムを適用す
ることにより、同様に到着情報は通知可能である。
【００４１】
　また、上記実施の形態１では、携帯通信端末装置１０は、無線ＬＡＮ通信部１６により
電車３０に搭載された無線ＬＡＮ機器３１から現在位置を受信する場合を示したが、ＧＰ
Ｓ機能を搭載してＧＰＳシステムから現在位置を一定期間毎に受信するようにしてもよい
。
【００４２】
　（実施の形態２）
　本実施の形態２では、移動先の店舗に対して到着情報を通知するサービスを提供する到
着情報通知システムについて説明する。
【００４３】
　図５は、本実施の形態２に係る到着情報通知システムの全体構成を示す図であり、図１
に示した到着情報通知システムと同一の構成には同一符号を付している。図５において、
店頭のパーソナルコンピュータ５０は、携帯通信ネットワークＮに接続されており、携帯
通信端末装置１０からのメール等を受信可能である。また、携帯通信端末装置１０は、Ｇ
ＰＳ機能を搭載していて、ＧＰＳ衛星５１から送信される信号を受信して現在位置を取得
する機能を有するものとする。
【００４４】
　携帯通信端末装置１０の記憶部１４に記憶するアドレス帳を図６に示す。アドレス帳３
００は、店舗名と電子メールアドレスとを対応付けて記憶する。なお、アドレス帳３００
は、入力部１２から新規の登録、変更、削除の操作により、店舗の名前とアドレス情報を
登録、変更及び削除が可能である。また、記憶部１４は、路線データベース装置２０から
受信する目的駅の位置情報と、目的駅から行き先の店舗のアドレス情報を一時的に記憶す
る。
【００４５】
　次に、本実施の形態２の到着情報通知システムにおける動作について、図５及び図７を
参照して説明する。本動作では、携帯通信端末装置１０を携帯する人物１が電車により目
的地まで移動する場合、目的駅から行き先の店舗に設置された店頭のパーソナルコンピュ
ータ５０に対して到着通知メールを送信する場合について説明する。
【００４６】
　まず、携帯通信端末装置１０における目的地と行動目的の入力動作について、図７を参
照して説明する。図７は、携帯通信端末装置１０の表示部１３に表示される目的地・行動
目的入力画面４００の一例を示す図である。
【００４７】
　人物１は、携帯通信端末装置１０の入力部１２を操作して、路線データベース装置２０
にアクセスして、図７に示す目的地・行動目的入力画面４００を表示部１３に表示させる
。この目的地・行動目的入力画面４００において、目的地（駅）入力枠４０１に目的駅の
名称を入力し、行動目的入力枠４０２に行動目的（食事）を入力し、店名入力枠４０３に
店舗の名前（店舗の名前であるＡ店）を入力する。なお、店舗の名前を入力する際は、上
記記憶部１４に記憶されたアドレス帳３００の店舗名一覧に基づいて、プルダウンメニュ
ーにより選択可能としてもよい。また、行動目的についても、予め登録した行動目的の項
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目一覧に基づいて、プルダウンメニューにより選択可能としてもよい。そして、目的地・
行動目的入力画面４００において、決定ボタン４０４を操作することにより、目的駅「Ｂ
駅」の決定情報が、携帯通信端末装置１０の携帯無線通信部１５により携帯通信ネットワ
ークＮを介して路線データベース装置２０に送信される。この時、店舗の名前「Ａ店」に
対応するアドレス情報は、記憶部１４に記憶される。また、目的地・行動目的入力画面４
００において、取消ボタン２０５を操作した場合は、目的駅、行動目的及び店舗名を再度
入力可能となる。路線データベース装置２０から目的駅「Ｂ駅」の経度緯度情報が返信さ
れ、記憶部１４に保存する。
【００４８】
　人物１が目的地に移動する間、携帯通信端末装置１０は、ＧＰＳ衛星５１から位置情報
を取得し、記憶部１４に記憶した目的駅「Ｂ駅」の位置情報（緯度経度情報）と比較し、
携帯通信端末装置１０が目的駅「Ｂ駅」の圏内に到着したか否かを判定する。ＧＰＳ測位
データが示す現在位置情報と目的駅「Ｂ駅」の位置情報との差分が所定値以内になった時
点（例えば、１００ｍ以内）でＢ駅に到着したと判定し、携帯通信端末装置１０の音声ア
ラーム機能又はバイブ機能を利用してＢ駅に到着したことを人物１に報知する。
【００４９】
　次に、制御部１１は、記憶部１４に記憶したＡ店のアドレス情報を読み出し、人物１が
Ｂ駅に到着したことを示す到着情報を生成し、この到着情報をＡ店に設置されたパーソナ
ルコンピュータ５０の電子メールアドレスを宛先とした到着通知メールを携帯無線通信部
１５から携帯通信ネットワークＮに送信する。
【００５０】
　携帯通信ネットワークＮは、携帯通信端末装置１０からＡ店の電子メールアドレス宛の
到着通知メールを、Ａ店のパーソナルコンピュータ５０に対して送信する。その後、Ａ店
の店員は、パーソナルコンピュータ５０に着信した到着通知メールを見ることにより、人
物１がＢ駅に到着したことを知ることができる。
【００５１】
　以上のように、本実施の形態２の到着情報通知システムによれば、人物１の携帯通信端
末装置１０から目的駅、行動目的（食事）、及び店舗名を入力し、路線データベース装置
２０にアクセスして目的駅の経度緯度情報を自動的に設定する。そして、目的駅付近に到
着すると、人物１に知らせると共に、自動的に行き先の店舗に対して到着通知メールを送
信する。
【００５２】
　したがって、従来の乗り過ごし通知サービスでは実現されていなかった目的駅から行き
先の店舗に対して到着通知メールを自動送信する到着通知サービスを提供することができ
る。その結果、携帯通信端末装置を利用したユーザの利便性を向上できる。
【００５３】
　なお、上記実施の形態２では、行き先の店舗に対して到着通知メールを送信する場合を
示したが、実施の形態１と同様に、目的駅で待ち合わせている人物２に対して到着通知メ
ールを送信するようにしてもよい。
【００５４】
　なお、上記実施の形態２では、携帯通信端末装置１０は、ＧＰＳ衛星５１から送信され
た信号を受信して現在位置を検出する場合を示したが、実施の形態１と同様に、電車３０
に搭載された無線ＬＡＮ機器３１から現在位置を受信するようにしても良い。
【産業上の利用可能性】
【００５５】
　本発明に係る携帯通信端末装置は、ユーザの駅到着に連動して、目的駅で待ち合わせて
いる人物や行き先の店舗等に対してユーザの到着を通知するサービスの提供が可能になる
【図面の簡単な説明】
【００５６】
【図１】本発明の実施の形態１に係る到着情報通知システムの全体構成を示す図
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【図２】本実施の形態１に係る携帯通信端末装置の構成を示すブロック図
【図３】本実施の形態１に係るアドレス帳の一例を示す図
【図４】本実施の形態１に係る目的地・行動目的入力画面の一例を示す図
【図５】本発明の実施の形態２に係る到着情報通知システムの全体構成を示す図
【図６】本実施の形態２に係るアドレス帳の一例を示す図
【図７】本実施の形態２に係る目的地・行動目的入力画面の一例を示す図
【符号の説明】
【００５７】
　１０、４０　携帯通信端末装置
　１１　制御部
　１２　入力部
　１３　表示部
　１４　記憶部
　１５　携帯無線通信部
　１６　無線ＬＡＮ通信部
　２０　路線データベース装置
　３０　電車
　３１　無線ＬＡＮ機器
　５０　店頭のパーソナルコンピュータ
　１００、３００　アドレス帳
　２００、４００　目的地・行動目的入力画面
　Ｎ　携帯通信ネットワーク

【図１】 【図２】
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